
第４６回全国少年柔道大会県予選会要項 
 

１ 期  日  令和８年３月２０日（金・祝） 

 受  付８：３０  審判・監督会議９：００  開会式９：３０ 

 試合開始１０：００ 

 

２ 場  所  栃木県総合運動公園ユウケイ武道館  〒321-0152 宇都宮市西川田 4 丁目 

                           TEL 028-684-2200 

 

３ 主    催  栃木県柔道連盟 

主  管  栃木県柔道少年団 

 

 

４ 参加資格 

（１）選手は令和８年４月３０日現在、小学校６年生、５年生の男女とする。 

６年生の補充として５年生、５年生の補充として４年生をもって充てることもできるが、 

３年生以下の出場は認めない。 

〔本大会について、選手の学年は新年度の学年になるのでご注意ください〕 

（２）出場するチームおよび選手は、全日本柔道連盟に団体登録をしていること。また、選手 

はその団体から登録をしていること。 

（３）参加チームの監督は、全日本柔道連盟公認指導者資格を有していること。 

 （４）昨年度と異なる団体から参加する選手は、平成 20 年度栃木県柔道少年団総会において 

決定した｢移籍届｣を栃木県柔道少年団長に提出し、全柔連登録を完了している者に限る。 

 

５ チーム編成 

 （１）チーム編成は、単位団体または道場単位とする。（混成チームは認めない） 

 （２）１チームの人員は、監督１名、選手５名とする。 

    ①学年順に配列する。 

    ②下学年の児童が上学年の児童の位置に出場することはできる。 

    ③同学年内は「先鋒から体重の軽い者の体重順」に配列する。 

    大将 ６年生（または５年生を補充） 

    副将 ６年生（または５年生を補充） 

中堅 ６年生（または５年生を補充） 

次鋒 ５年生（または４年生を補充） 

先鋒 ５年生（または４年生を補充） 

（３）選手変更は原則として認めない。 

  ①突発事故（負傷、病気など）の場合は、大会当日（審判・監督会議）までに、大会 

本部へ届ければ認める。 

    ②試合開始後、事故等によって出場できなくなった場合は、欠員のままとする。 

 

６ 試合方法 

 （１）試合は、トーナメント方式による。 

 （２）各チーム５名の点取り対抗戦とし、試合毎のオーダー変更は認めない。 

 （３）勝敗決定の方法は、次のとおりとする。 

   ①勝数の多いチームを勝ちとする。 

   ②勝数が同じ場合は内容（「一本勝」「技あり」「有効」「僅差」の勝数）による。 

   ③内容も同じ場合は、代表戦を引分けの中から抽選で 1 組選び必ず優劣をつける。 

  



 

７ 審判規定 

（１）最新の国際柔道連盟試合審判規定及び国内における「少年大会特別規定」による。 

（２）試合時間は全試合３分間とする。 

（３）優勢勝ちの判定基準は「有効」または「指導差２｣以上とし、得点差がないときは 

   引き分けとする。また、勝敗については６（３）による。 

 

８ 表  彰 

   第１位から第３位まで表彰する。 

 

９ 申し込み 

 ◎別紙参加申込用紙(栃木県柔道連盟㏋に掲載)に必要事項を記入の上、下記の要領で申し込む。 

(１)申し込み先 ※申込書(PDF)をメール。 

〒３７３－００４２ 群馬県太田市宝町６３－４ ハイツフレンド宝町 A205 

 栃木県柔道少年団 理事長 深 澤 竜 二  携帯電話:090-2414-9197 

Email：fukazawa0926@gmail.com 

(２)申込締め切り 

   令和８年１月９日（金）必着とし、以降は受付けない。 

 

(３)参加料 

  １チーム５,０００円(傷害保険料等)を必ず団体名を明記して下記の振込先へ 

申込締切日までに振り込む。※振込手数料はチーム負担とする。 

振込先：足利銀行 葉鹿支店 普通口座５５０７５８０ 栃木県柔道少年団 

※団体名明記例：栃柔少ｽﾎﾟｰﾂ少年団→栃柔少 

 

(４)承諾書 

  参加については、同封の承諾書を添えて申し込むこと。（不足分については、適宜コピー 

をして下さい。※締切りに間に合わない場合は要連絡 

 

10 組み合わせ 

  ・事務局において、令和８年１月２４日（土）厳正な抽選を行い決定する。 

 

11 その他 

  ・今大会の優勝チームは、令和８年５月４日（月・祝）合同練習（自由参加）および 

   ５月５日(火・祝)全国大会に出場できる（会場：講道館を予定）。 

  ・試合場には監督１名、選手５名の計６名のみが入ることができる。 

  ・試合場に入る監督は、（公財）全日本柔道連盟公認指導者資格を有する者とする。 

  ・平成２４年４月に全柔連から通達のあった｢コーチの振る舞いについて｣を遵守する。   

  ・マスク着用は個人の判断に委ねる。 

・赤白帯、下足袋については各チームにて準備すること。※基本貸出し等はしない。 

 

 

 

 

 

 


